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資 料（翻訳）
プルーノ・ヒルデプラント
「経済学の現代的課題」 (1863年）
橋 本 昭
ブルーノ・ヒルデプラントは1861年，スイスの亡命先からイエナ大学に招聘された。チ
ユーリンゲン連邦を構成していた，ワイマール，コプルク＝ゴータ，アルテンブルク，ロ
イス j.L.,およびシュヴァルツブルグの2つの侯爵領の合議機関であるワイマールの連邦
議会が，連邦統計局を設置し，これをイエナ大学の付属機関とすることを決めていたが．
この統計局の局長はイエナ大学の統計学担当教授が兼任することにした。ところでイエナ
大学の国家学担当教授が死に，後継者の選衡が，上に述べた基準ですすめられ，ヒルデプ
ラントに決定した。しかしこの統計局が正式に活動をはじめたのは1864年7月1日であっ
た。 1861年の秋に大学の職務についたヒルデプラントは『経済学および統計学年報」の発
刊を企てた。その『年報」の創刊号 (1862年）と第2号 (1863年）に分割掲載されたの
が， 「経済学の現代的課題」 Die gegenwartige Aufgabe der Wissenschaft der 
Nationalokonomieと題する論文である。 これは「年報』の編集方針を明らかにすると
いう意図をもつものであるが，同時にヒルデブラントの経済学方法論（歴史的方法）を知
るためにも重要な資料となるものである。
翻訳上の方針は以下の通りである。
1)人名，書名には周知のものを除き，原則として初出の時に，原文を附記した。
2)訳者が補なった言葉は〔 〕でこれを示した。
3)書名には「 』を論文名には「 」を用いてこれを明示した。
4)原文でゲシュペルトされているものには，すべて傍点を附した。
5)その他の記号は原文通りである。
6)なお各パラグラフのはじめにあるゴチック体の要約は訳者があらたに加えたもので
ある。
大方の叱正によって，機会があればヨリ良い訳に改めたいと思っている。
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経済学の現代的課題
第 1論文
絶対主義下の圧制の中から啓蒙思想は芽ばえた 周知のように，経済学 (Volkswirt-
schaftslehre)は前世紀の啓蒙期にはじめてしつかりとした基盤をえた。 当時， ヨー ロ
ッパの絶対主義の圧制は絶頂に達していたが，それとともに，経済を管理する体制も整備
され，あらゆる自立的な個人生活や共同体もこれに組みこまれていった。統治者は，君主
国においても共和国においても同様に，みずからを国士の私有者，隷属民の絶対的支配者
であるとみなし，かれらに軍事的服務以外のいかなる職業，いかなる栄誉の機会をも認め
なかった。臣民は命令によって結婚を強いられ，あるいは上からの指示によって田地を耕
作せねばならず，生産物は特定の市場で，指示された価格で売らなければならなかった。
かれらはまた命令によって製造業や商業に従事した。人々には，その労務によって統治者
のぜいたくな暮しの世話をし，できるだけ多くの税を払うことによって君主の金庫を満た
す以外の目的をもつことは許されていなかった。
啓蒙期哲学は抽象的観念を土台にして自然権を主張した このような因習的な束縛の
下にあって，人々は哲学に救いを求めた。知識のあらゆる領域において，批判の匁でもっ
て堕落した現実世界を粉砕し，新しい抽象的観念から樹ち立てられた生活秩序をこれに対
峙させようとする一般的傾向をもった革命的著作があらわれてきた。既存のもの，受け継
がれてきたもの，あらゆる歴史，あらゆる国民的差異，あらゆる伝来の文化，それらすべ
てを放棄し，論理的に導びかれた，政治的自然状態の理念を，全人類のために構築しよう
とした。そこでは個人はあらゆる国家権力の圧迫から解放され，無制限の自由がすべての
共同生活の出発点であり目標であった。国家や教会に対する盲目的信頼に代って，批判の
精神が，無条件的な服従に代って，無制限な自由の感情が，公権力の自律性の代りに，哲
学的観念の支配が，多くの実定法に代って，先天的な自然権と人権の法典が〔そこに存在
する〕。
フイジオクラートやアダム・スミスの経済学は啓蒙思想の影響をうけている 政治学.. 
の領域では，このような啓蒙思潮は周知のように，もっとも鋭敏なかたちでルソーによっ
て代表される。国家経済学 (Staatswirtschaft)の領城では，それはフィジオクラートに. . . .
よって導入され，スコットランド人アダム・スミスの有名な著作， 『国富の性質と原因』
によって完成された。絶対主義的な国家経済学者やいわゆるマーカンティリストたちが．
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国民の経済生活を， 目的達成のためには命令しさえすればよいとしていた，人民統治策の
結果であるとみていたのに対し，フィジオクラートやアダム・スミスは，人間の経済状態
のうちには，植物や鉱物の世界におけると同様，不変の自然法則が支配していると主張
し，それゆえにあらゆる政治的干渉は，経済生活の健全な自然法則的発展にとって無益な
妨害であると説明した。かれらは，マーカンティリスト流の禁止や保護の制度にかえて，
自由取引の原則を，因習的なツンフト制度や独占的営業の代りに，自由競争を，中世的農
業制度の遺制には，完全に自由で分割可能な士地保有を，従来の営業政策には，無条件の
自由営業原則を対置させる。
自然法則を究明する自然科学の一分肢としてこの期の経済学は成立した この啓蒙期
の抗争のなかから，国民経済学 (Nationalokonomie)は，人間の交易に関する自然法則
についての新しい学問として現われた。その法則は物質界に対して物理学や化学が有して
いるのとほぽ似かよった作用を，人間社会に対しておよぽす。経済学は市民社会の個々の
成員の自然法則的機能を研究し，それを基にして，社会の労働過程や生計活動のすべてを
支配する法則を考究する。もちろんフィジオクラートとアダム・スミスとは，経済的生活
内容を観察する精密さや多面性において，また呈示される経済法則の体系において，多い
に異なってはいるが，しかし経済学の学問的課題や人間社会の性質あるいはまた経済法則
を導びきだす前提に対する基本的見解において，両者はまったくおなじ立場に立ってい
た。両者は，経済生活についての新しい学問を，一般的に妥当する自然法則を究明する自
然科学の一分肢ないしは一種とみている。両者はルソーとおなじく原子論的国家観を有
し，個人の利益をすべての社会集団の究極的基盤と考えている，また両者は当時の唯物論
的な道徳哲学とおなじく，利己心がすべての人間行為の唯一必須の動因1)であるという見
解に立ち，この仮定のうえに経済的自然法則を基礎づけている，さらに両者は普遍的・万
民的な立場においてすべての啓蒙思想と共通しており，すべての国民およびあらゆる時代
に妥当する原理を有する絶対的世界経済学 (Weltokonomie)を構築する。
啓蒙思想の反動としての王政復古主義の澄場 もちろんヨーロッパの社会的文化状況
の中には，きわめて緩漫にではあるが，反動があらわれた。啓蒙時代はその対立物へと変
・・・・・ ・..
質していった。世界市民的な契約理論や憲法理論につづいてルトヴィヒ・ハラー (Ludwig.  ..  
Haller)とアダム・ミュラー (AdamMuller)の王政復古主義が，すなわち自然的理性
ポズイテイーフ
宗教の時代から既成・キリスト教的，大抵のばあい神秘主義的宗教観の時代へ，主観
饂判の時代からロマと主義者の思想的努力へ，そしてまた哲学的法理論に対しては麿史
的法理論が形成されるにいたった。一方において哲学的構成が一方的に支配していたよう
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に，ここでは歴史的に生成したもの，あらゆる伝統が優位をしめる，そこにおいては人間
を切り離すことのできない全体としてのみみていたのに対し，ここでは再び個々の国民性
が，それらの連関を考慮することなく力説される。そこでは人間の生れながらの権利と無
制限の自由が通用し，ここでは国家の自律性が最高のものとみなされる，そこでは哲学に
よって構成された社会理念が追求され，ここではとくに過ぎ去った時代や状況が理想化さ
れ，歴史の流れをふたたび潮らせようとする。
かくしていまやふたたび現在を自由に，主観的に構成しようとするのに対して，過去の
一方的な賛美が，懐疑に対して，既存の権力に対する無条件的な帰依が，批判的理性に対
コスそポリテイスムス
して，感情が，世界主義に対して国家心酔が対置されてきている。
社会思想の現下の傾向は前二者の超克・統合に向っている 知性的人間と社会生活を
研究対象とする学問のほとんど全分野で，この立場が一面的であることが認められ，幸い
にも超克され，現在歴史の認識を哲学的批判と深奥とに，国民性の認識を，人類全体の発
展についての絶えざる洞察とに，結びつけようとする科学的努力が静かな流れとしてあ
り，また人類が段階から段階へとつねにより大きな完成，すなわち一定の法則にしたがっ
てつねにより高い文化へとすすむ発展へと，不断にすすんでいることを認識しようとする
努力がなされている。
しかし経済学の領域では今日未だスミス理論が支配的である 前世紀の啓蒙主義に対
する上述のような対立が，おなじ方法でなされているといえないのが，経済学に特徴的な
(1) もちろんこのことは A ・スミスのばあい， 明白にはかれの『国富論」 Wealth of 
Nationsにおいてのみあてはまる。それより 17年前に公刊されたかれの倫理学（『道徳
感情の理論』 Theoryof moral sentiments) においては， かれは唯物論的道徳哲学者
やかれの経済学上の著作とは逆に，倫理的および道徳的な行為の存在を疑いえない経験．． 
品事実とみ，その根源を同感から導出しようとする。バックル (Buckle) は「英国文明
史』（第2巻第6章）において，この矛盾を解消させようとして， 明敏な方法で次のよ
うに主張する。すなわちスミスは両著作のそれぞれにおいて，人間の利己心について相
対立するがしかし補完的な側面をとりだし，経済学においては人間の善意という事実を
意識的に取り扱わずに，各著作で人間の性質についての半分だけを鋭く浮きあがらせよ
うとした。しかしながらこの矛盾はみせかけだけのものにすぎない。それゆえに他人が
ある人の道徳的行為に同感するがゆえにのみその人が道徳的な行為をなし，他人のうち
に行為を通じて同感を呼びおこそうとする以外の，いかなる義務感もないとき，すべて
の道徳は， A・スミスの経済学的見解とまったく一致するところのずるし、利己主義者に
対して慎重さを教えるものにすぎない。
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ことである。アダム・スミスの理論は， 今日にいたるまで，支配的なものであるばかり. . . . . .
か，この1~の間にあってもフランス人フレデリック・バスティア (FredericBastiat) 
というオ気換発で雄弁な代弁者があらわれている。ドイツにおいても現代第一の統計学者
2)がその理論の基本的見解を認めていたし，さらにそれがいかに対立する政治的立場のも
のからも評価されていたかは，誰をおいても，最近亡くなったシュタール (Stahl)がこ
れをもっともよく示している。かれはすべての初期の，法理論・国家理論の著述のなかで． 
次のように述べている。 「A・スミスによって完成された経済学の発展は，財生産の自然． 
法則について偉大な，以前とはまったく異なった洞察を明るみにだした。」
たしかに社会主義者はスミス理論の根底を逆転させた もちろんA・スミス学派は，
今世紀において，一方では各王政復古主義的政治家によって，他方では共産主義者や社会
主義者によって， はげしく論駁された。前者は中世の経済状況をふたたび呼び戻そうと
し，ツンフト的締出し，営業独占，長子相続および封建的土地支配を称揚した。後者は人
間社会の完全な革新を主張し，その企ての基礎として， A・スミスの理論の基礎を逆転さ
せた。
たとえば， A・スミスが個人の自利心と各人の利己主義的営利追求を，経済的福祉の不
可欠の基盤であるとみなしていたのにたいし，社会主義者は，この利己的な私益追求のう
ちに，あらゆる社会的福祉の破滅の原因を認め，各人がその全個別性を社会のために犠牲
とすべきことを要求した。 A・スミスが， 各人， 各国民間の自由競争を望んだのにたい
し，社会主義者はあらゆる競争の止揚を求め，あらゆる労働，営業の完全な公共的管理を
ヘーペル
望んだ。 A・スミスが分業を国富の主要なてことして称えたのにたいし，社会主義者は，
それが人間を機械におとしてしまうがゆえに，分業を破滅のもとになるものとみなし，各
個人が労働を交替することを要求した。 A・スミスによれば，商品価格，労働賃金および
．． 
(2) エンゲル (Engel)は「プロイセン王国統計局雑誌」 (Zeitschriftdes K. P stat. 
Bureaus) 1860年，の 41ページで次のように言っている。「経済的自由ということでも
って， われわれは個々の生産者と消費者の利己心についてのべている。各人の利己心
は，周知のようにすべての物体が共有している重力に似ている。遠心力と求心力はそれ
の変異である。しかしながらまさに前者が，すべての物体を間断なくかつ同一線上を動
かそうとし，後者が一定の閉じた環に物体をとどめようとするのと同様，各人の利己心
は人間を休むことなく前進させようとする」等々。また人口調査に関するかれの秀れた
論文（前掲書， 1862年第2号）の哲学的序論を参照。
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利子率は購買者と販売者との間の利害抗争によって，また需要と供給によって，自然法則
的に規制されるのにたいし，社会主義者は中立的機関を通じて，各人の貢献により生産物
を正当に分配することを求めた。
が，それは過渡的意義しかもたない しかしながら中世復古論者および共産主義者と
社会主義者の両者の主張は，移行時における一時的な意義しかもっていなかった。前者
は，その実践上の要求が，．中世的な営業および農業制度から解放されまったく新しい経済
生活へとヨーロッパが発展していった時期において否決されたがゆえに，後者は，それが
あらゆる人間文化の必須の基盤の否定の上に幻影をつくりあげ，また一般にかれらが実践
的であろうとする部面で，必然的な矛盾に陥ったからである。
自由放任主義の原則の誤りを指摘したことは社会主義者の貢献である しかしながら
また後者の積極的な改善策がまったく支持しがたいことが示され，かつパリの街における
1848年の6月暴動以来もはや著述の面でいかなる新しい弁護もみられない3)としても，ス
ミス学派や現代の経済状況にたいしておこなった否定的批判が，否定しがたい真実を明る
みにだしたことを無視することはできない。これはまたこの10年間のヨーロッパの経済的
発展によっても明らかになったことである。すなわち経済的領域では， 「レッセ・フェー
ル Laissezfaire」の原則は無条件的には適応しがたいこと，およびスミス学派の自然科
学的な研究法が不道徳で堕落した結果をもたらしたということ〔が明らかにされた〕。
私有財産制は国民の生産力を高めた 前世紀の中葉以来のヨーロッパ文明諸国におけ
る国民経済的状態の生成を思い浮べるならば，もちろん人間社会が，まさに以前の諸世紀
の種々の拘束から個人の肉体的精神的労働力が開放され，またA・スミスの諸原則が経済
領域に浸透して以来の，急速な進歩に驚かざるをえない。労働者は土地から解放された。
各人はかれの能力や技個がもっとも良く発揮できる職業を選択し，またその仕事をおこな
うのに都合の良い場所を選ぶことができる。土地はあらゆる農民的負担から解放されたば
かりか，分割し，譲渡することも可能となり，能力のある所有者の手中へ容易に移ってゆ
くことができる。 この新しい循環と， それによってもたらされた労働力と地力との競争
は，国民的生産力 (nationale(n)Produktivkraft)の無限の上昇に作用し，これがまた
．．．．． 
(3) ヴィンケルプレッヒ (Winkelblech)の大部で，かつ多くの部分ではきわめて賞讃に. . . . . . ...... . 
価する著作，それは『カール・マルロ (KarlMarlo) の労働組織あるいは世界経済学. .. .  . 
体系についての研究」と題され， 1857年，カッセルで公刊されたが，それは第1分冊が
すでに1848年に出版されていたがゆえに，最早そのようなものとはみなしえない。
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さらに生産と国民の収入を大きく高めた。収穫の余剰によって，資本力が急速に成長し，
〔その力が〕科学の進歩と結びついて，国民の全生産過程や生活内容に変革をもたらすひ
とつの力となった。資本力は原料生産業種においては，豊富な森林を切り拓き，草地を牧
場にかえ，沼地を実り豊かな田畑にかえ，また家畜や野菜の品種を改良した。それは土地
に非常に高い収穫を約束するとともに，自然を人間にとってより役立つものとした。英国
においては， 176吟三以来700万英モルゲン以上，すなわち全荒野の％以上の面積が開墾さ
れ4), 家畜数は量のうえではもちろん質的にも改良された。屠牛の平均重量は370ボンド
から800ボンドヘ，屠殺される小牛のそれは50ボンドから140ボンドヘ．そして羊は28ボン
ドから50ボンドヘと増加した5)プロイセンでは屠殺家畜の重量増加については統計的に裏
づけられていないが，家畜数の増加は， 181朗三から185碑三の間で， 43彩と見積もられてい
る6)。ベルギーにおいては農業用地の平均取引価格は， 1830年から 1846年までに，約22.
02%, すなわち年率で約1.3彩増加している7)。
分業は大規模生産を発展させた 同時に資本によって，分業が技術面での支配的原則
になり，新しい発明や機械の広範な利用が普及した。しかも機械は人間の生産力を無限に
向上させ，製品価格を低廉化し，大きな需要と，人間の欲求の容易な充足をもたらした，
そして大きな需要はさらに大量生産をうながした。 1785年に，最初の蒸気機関が，紡織機
の運転のために採用され， 1856年にはイギリスの紡績工場だけで，計88,011馬力を有する
(4) 自1760ー 至1769 704,550エーカー
1770- 1779 1,207,800 II 
1780- 1789 450,180 II 
1790- 1779 858,270 II 
1800- 1809 1,550,010 ’ 
1810- 1819 1,560,990 ‘’ 
1820- 1829 375,150 II 
1830- 1839 248,880 ’ 
1840- 1849 394,647 ‘’ 
7,350,577エーカ＿
．．．． 
ポーター『国家の進歩」 Progressof the nation 1851年， 157ペー ジ。... 
(5) マカロック (McCulloch)『大英帝国の統計報告』 Stat. account of t加 Qriti~h
empire第4版，ロンドン 1854年，第1巻 497ペー ジ以下。
．．．． 
(6) エンゲル『プロイセン統計局雑誌』， 1861年5月， 228ペー ジ。
．．． 
(7) ホルン (Horn)「ベルギー 王国の統計描写』， 82ページをみよ。
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約2,000の蒸気機関が稼動しており，さらに現在イギリスのあらゆる工場，交通機関にお
いてきわめて多くの蒸気機関が動いているが，それらの機械生産を人力で行うためには8)
7,700万人の成人男子， すなわちヨーロッパの男子人口のほとんどすべての労働が必要で
あろう。プロイセンにおいては最初の蒸気汽船が1827年にライン河を航行した， そして
185眸には交通，工業において 8,878の蒸気機関が存在したが，その製造費用は少なくと
も5,000万ターラーと見積られている。ヨーロッパの人口は1786年以来ほぽ69彩ぐらい9)
しか増加していないが，この30年間における年々の鉄鋼生産は約350彩，石炭生産は約400
彩増加し，紡績産業は，過去との比較ではほとんど夢物語にも思えるほどの水準に達して
いる。 1771~75年においてイギリスはまだ平均して年500万ボンド以上の棉花は輸入して
いなかったが， 1841年にはこれに対して 52,800万ボンドを， 1861年には 125,600万ボンド
10)ものものを輸入している。今世紀の初頭では，全世界で200万の紡錘も動いていなかっ
たが，今日ではヨーロッパだけでも4,200万はこえており，北アメリカも800万をこえてい
る11)。イギリスの綿製品の輸出は， 1801年には700万ボンド・スターリングであったが，
それに対して1847年には， 1,700万， 1860年には4,200万ボンド・スターリングであり，12)
この法外な木棉産業の発展は，決して他の繊維産業の犠牲の上にもたらされたものではな
く，むしろそれどころか同じような大幅な発展が同時にみられたのである。イギリスの羊
毛の国内生産は，羊の品質改善と牧羊地の拡大によって， 1800年から 1846年の間に 9,200
万ボンドから 12,900万ボンドに増加した一方で，羊毛の輸入は， 1801年の 700万ボンドか
ら1835年， 4,200万ボンド， 1861年， 14,700万ポンドヘと増大しだし，また羊毛製品の輸
出は，この15年間に680万ボンド・スターリングから1,200万ボンド・スターリングヘと伸
びた。イギリスのリンネル産業の輸出は， 1801年に 100万ボンド・スターリングであった
ものが， 1847年には2,900,000,1860年には4,800,000ボンド・スターリングと見積もられ
ている。
{8) それは 3,650,000馬力になる。 コルプ (Kolb)「比較統計便覧」 (Handbuchder 
加rgl.Statistik)第3版，ライプチヒ 1862年， 34ペー ジ参照。
(9) すなわち16,700万人から28,200万人になった。コルプ，前掲書， 417ペー ジ以下。
(10) 「大英帝国統計資料 1847年~1861年」 Statist.Abstract for the united kingdom 
from 1847 to 1861, ロンドン 1862年， 19ペー ジ。
(l) メールレン (Mahrlen)『紡績の説明と加工」 (DieDarstellung und Verarbeitung 
der Gespinnste)シュッッツガルト 1861年， 102ペー ジ以下。
(12) 「統計資料」， 37ペー ジ以下。
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工業の成長は交通の発展をも促した 工業のこのような革新および成長とともに交通
が手に手をとって進歩していった。昔からの街道の他に，大抵の諸国でその数が3倍にも
4倍にも増加した， 13)そして蒸気力の利用によってほとんど％も短縮された海路に並ん
で， 1829年の最初の鉄道敷設以来，地球上で約15,000ドイツ・マイルの軌道が敷かれた。
その建設資本は少なく見積っても60万ターラー，すなわち1848年以来のカリフォルニャ，
オーストラリアおよびロシャの全産出金のおよそ3倍の額，あるいはヨーロッパ諸国の全
国債のほぽ％と見積もられる。
交通網の整備は産物価格の均等化につながる このような輸送手段の改良の結果，• あ
らゆる諸国そして世界各地が，密接な経済的相互交易を行うようになり，その欠乏と剰余
とを均衡させることができるようになった。生活手段の価格は均等化し，凶年が珍しいも
のとなった。プロイセン諸国の西部地域における 1816年から 1820年のライ麦の平均価格
は，東部地域に比して，約428劣も高かったが，それは 1830-1840年については，わずか
に約33彩にすぎず， 1840-1850年では約29.9彩， 1750-1860年では，約18.5彩にすぎなか
った。 14)ィングランドにおいて小麦のクォーターあたり価格は平均して次のようであっ
た。
自1821-1830
1831-1840 
1841-1850 
... 
58.2シリング
56. 22 , 
52.8 , 
U3) プロイセンでは1816年で， 523ドイツ・マイルにすぎなかったものが， 1859年には 1,
825. 7マイルの公道が存在した。ディーテェリッチ (Dieterici)『プロイセン国家統計』．． 
(Statistik des preuB. Staats.)ベルリン 1861年， 643ページ。ベルギーでは，その道路
と運河はすでに17世紀において有名であったが， 1795年で， 450マイル（ほぼ5,000メー
トル a5,000 Metres), 1830年で648,そして 1850年には， 1,247マイルの国道を有し
ていた。ホルン，前掲書， 217ペー ジ。.. 
閥 このパーセント数字はエンゲルによって， 『プロイセン統計局雑誌j1861年の 265ペ
ージにでている記述から得られた。それによると，
東部地域では， I 西部地域では，
シルバー 84 シルバー 10ペニッヒ1816-1820 57 グローシェン 11ペニッヒ グローシェン
1820-1830 31 II 8 , 40 ‘’ 3 , 
1830-1840 37 ” 3 , 49 II 9 , 
1840-1850 45 ’ 5 , 58 II 11 II 
1850-1860 62 ” 5 , 74 ” 
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1851-1860 54.6 II 
一方プロイセンではおなじ期間に同量の小麦 (5.29フ゜ロイセン・シェッフェル）は，
26.9シリング， 30.7シリング， 37.2シリング， 46.9シリングであった。 15)そして，最初
の10年における 1クォータあたり 31.3シリングあった価格の差は，近年の 10年において
7.7シリングまでに縮まった。同時に日払賃金は上昇し，利子率は下落した。貧困に代っ
て繁栄が出現し，繁栄とともに，人口ばかりでなく食生活の改善や教育の機会も増大した。
生産の進歩とともにあらわれた影の部分，独占 このような現代の国民経済状況の大
いに明るい面とともに，影の部分もまたはげしくあらわれてきた。
現代の経済に驚異をもたらし，以前では 100年かけても不可能であったこの数十年の生
産の進歩に作用した，その同じ資本が，社会的福祉を疎害するような特性を示したのであ
った。資本は大規模経営に有利に作用し， 小経営を破滅させる。それは産業を集中化さ
せ，以前国家がもっていたものと同様の有害さをもたらす独占を，国民経済のなかに創り
だす。
100馬力をもった蒸気機関は，決して20馬力の機械の5倍の価格はしないで，せいぜい
2倍か1.5倍にすぎない。 10,000の紡錘をもった紡績機は，その他の事情が同じであるば
あいは， 2,000の紡錘を有した5台の紡績機よりも設置費用は安価であり，また50,000の
紡錘つき紡績機は， 10,000の紡錘つき紡績機5台よりも，より僅かな費用ですむ。イング
ランドでは， 1856年に，平均12,674個の紡錘つきの， 2,210台の紡績機が存在した，そし
て設置費用は紡錘1個あたり約18シリング，すなわち6ターラーであった。それに対し
て， 1855年， 1紡績機あたり平均してわずかに 4,170個の紡錘しかもっていないザクセン
では，設備資本は，ェンゲルによれば平均約10ターラー要した。しかしながら生産規模の
拡大によって設備費用が減少するだけでなく，経営費用も少なくて済む。 1紡績工場 (18
58年）平均して2,627個の紡錘しか稼動していなかったプロイセンでは， 1労働者はせい
ぜい837個の紡錘しかうけもたないが，平均して 1紡績場あたり 12,674個の紡錘をもって
いるイングランドでは， 1労働者は 104個の紡錘を担当している。ヴュルテムベルクにお
いて (1858年）， 1.000個の紡錘ももっていない小工場に， 26人の労働者がいたが， 12,000
個以上の紡錘を保有する大工場では，わずかに 1,000個の紡錘あたり14人の労働者しか必
要としなかった16)。それゆえに生産規模が大きくなるにつれて， より安価に生産するこ
.. 
U5l エンゲルの記述による。前掲書， 252ペー ジ。
US) メールレン，前掲書， 1Q3ペー ジ以下。
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とができる。エンゲルは，ザクセンの紡績工場では1ターラーの投下資本は，紡錘が1,000
個までのばあいは，年率で17シルバーグロシェン0.9ペニッヒ， 1,001から2,000個までは，
28シルバーグロシェン4.8ペニッヒ， 5,001から6,000までは， 31シルバーグロシェン4.7ペ
ニッヒ， 12,000以上の紡錘をもっているばあいは， 36シルバーグロシェン4.6ペニッヒを
生産している。資本の生産力は，このように幾何級数的な量で増加する。大経営に集中さ
れた100万は，小経営の50万の倍以上，それどころか4倍もの収益をもたらす。これによ
って自由競争のまっただなかにおいては，小経営は競争力を失ってゆく。ある 1点に集中
されて動く資本が大きくなればなるほど，生産物はより安価に供給されるようになるが，
それとともに弱体な競争相手に対する勝利もより容易になる。小経営は滅び，大経営は，
それがより大きなものに飲みこまれるまでは，支配的となる。それゆえに近時，個々のエ
場の法外な成長と，多くの小工場の破産〔が目立っている〕。イングランドでは， 1839年
に平均して 6,322の紡錘を 1紡績工場が保有していたが， 1856年には 12,674個であり，マ
ンチェスターでは150,000個の紡錘をもった工場もある。バイエルンでは， 1846年に11の
紡績工場のそれぞれは，平均して4,594個の紡錘を，さらに1859年にはそこに存在してい
た18の工場は，平均して30,483個を，そして最大の紡績工場では80,000個の紡錘を，保有
していた。ヴュルテンペルクでは， 1860年までに， 6つの小工場が閉鎖され，ザクセンで
は1830年ー1845年の間に12,プロイセンでは,1840年ー1844年の間に24,1846年ー1849年
の間に20の工場が閉鎖された。
資本家支配の形成 同様の現象は他の産業分野でも再現されている。大鉄道会社の連
携や合併は，小さな競争鉄道を破産させ，新しい競争鉄道の創設を妨たげ，輸送業の独占
をもたらしている。バアクレイの大醸造所やロンドンのパーキンス社は，年間に 150万夕
ーラ内外の税を支払い， ビール醸造業を独占している。スイスやパリ，ロンドンなどの大
きな既製服店舗は，仕立業に対し破滅的な戦いをしかけ，親方を何百人となく賃金労働者
にしてしまった。パリやロンドンの乗合馬車や辻馬車の会社は，御傭馬車業を駆逐ないし
従属させていった。一般に資本力の集中化による営業独占の傾向があらわれ，またそれに
よるところの資本家支配 (Kapitalistenherrschaft)が形成され，小営業はつぶれ，資産
の不平等が拡大し，しだいに市場や消費者をも支配することとなった。したがって中世に
おいて，都市自治体の中において根底的に支配的であった移転や営業の自由17) が，独占
の志向をもったシンフトをつくりだしたように，近代の自由競争の原則は，産業的封建制
(industriellen Feudalismus)を生みだした。それはその支配が，法律によって禁止で
きるような権利に基ずいているのではなく，所有の自然的力によるものであるだけに，ょ
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りいっそう危険である。
競争の激化•投機活動の弊害が問題となる 怠惰・無気力な営業活動にとっての人工
的障壁をとりこわし，国民のすべての経済力の生産性を驚くばかりに増やしたそのおなじ
競争が，同時にこの諸力間の抗争をひとつの社会戦争にまで変質させ，不道徳的な手段を
導入させた。
労働者はかれの同僚と競争し，労働者たちはまた非オな雇用者と，大資本家は小資本家
と，小資本家は無産者と競争する。各人は他人と敵対する。各人は自分が利用できるあら
ゆる手段を使い，他人の犠牲のもとにおのが地位を引上げようとし，新しい自由を有利に
利用しようとする。労働をともなわない富の追求や投機が抜け目なく利用され，それらの
目的を達成するための新しい手段が活用される。一晩で富を築いた相場師の成功は模倣さ
れ，実直にあくせく働いていては財産など築けないという考え方がひろまっていった。相
互の策略，取引所投機，株式売買や差額取引が所有者階級の営利手段として一般化してい
った18)。 自分の資本を抜けめなく使い， 恥を知らない策謀をはかる者は，他の市民との
競争で，勝利者として勝ちのこり，そしてこのオ覚に欠けている者は負ける。しかし運が
良ければ，その敗者もさらに力において劣るものと対立し，かれらの敗北によってふたた
び浮びあがる。
1'{) 中世都市においてはもともと無制限の営業の自由が支配しており，ツンフトはこのよ
うな営業の自由原則のなかにあって，職人仲間の自由な連携によって生じたということ
は，私の知るかぎり，ヴィルダ (Wilda) の以下の著書で初めて明らかにされた。 『中
世におけるギルド制度』 (DasGildewesen im Mittelalter) ハレ 1831年， 302ページ
中世。下以におけるもっとも 1日いツンフトには，ひとつの都市で手工業をはじめようと
するものはみな当該ツンフトに加入し，その規則にしたがわねばならないということの. . . . ... 
他には，いかなる他の制約もなかった。 W ・アーノルトの秀れた著書『中世手工業階級
の生成」 (DasAufkommen des Handwerkerstandes im M.-A.)バーゼル 1861年参
照。 ... 
18) このことについてより詳しく知ろうとする人は，プルードンの有益で，何版も版を重
ねて読まれている書物 『取引所における投機概観」 Manueldu speculateur de la 
Bourseを参照されるよう指示しておく。 ドイツにおいても 2つの翻案物がある。ひと
つは『取引所」 (DieBorse)チューリヒ 1857年と題するコルプ (Kolb)のものであり，
いまひとつは『プルードンの取引所投機についての便覧』 (Proudhon'sHandbuch fur 
BorsensPeculanten)ハノーヴァー 1857年，と題するものである。プルードンによると
パリ取引所の繰延べ日歩での貸付は，年250%になり，かつパリの60の取引所仲介人は
年々約8,000万フランを儲けていた。
64 
「経済学の現代的課題」 （橋本） bs 
これらは国民生活の腐敗の因となる かくて自由営業と競争の恩恵のまっただなかに
あって，しっそうの経済的不道徳と利己的な各種の利益経済が展開してゆき，強い反対要
因がないために，結果としては必然的に国民生活すべての全面的な腐敗へとつながらざる
をえない。私はこの記述をここでは例示によって証明する必要を認めない。パリの動産信
用， ドイツにおける動産信用の歴史および，最近の金融．商業恐慌の具体的事実は，証明
を欲する人にとって，なおなまなましい思い出である。
スミス理論はこれらの弊害の因を肯定的に受け入れている しかももっとも悪いこと
に，大産業の独占化志向も，交換市場におけるこれらの不道徳的な動因も学問の根幹それ
じたいがそれらを有している。というのも，スミス学派の理論によれば，私的利益の追求
に容認されているだけでなく．自然法則的必然でさえあるために，資本家は一国の文化を
高揚する努力や，新しい企画についてはなんら義務をもっていない。かれはパリやウィー
ンの取引所において，相場をやったりあるいは国家じたいによって創設され，管理されて
いる宝くじや富くじ的債券(Lotterieanleihen)に賭け，怠惰なまま利得を得ている。した
がってかれは学問の基盤を十分に満たしていることになる。そして小資本家は苦労のいる
仕事を手がける必要もなく，営利活動をひろげている。かれは新しいビール販売店，すな
わち80の小売店に81番目のものを補充し，近くの醸造所から完成品を取りよせ， 50ないし
100彩の儲けで販売し，あるいはうまくいけば不案内な他所者に 2倍の価格を要求し，か
くしてかれはなに不自由のない財産を築いて，安逸な生活をおくっている。要するにあら
ゆる儲けをともなう怠惰，いまわしい投機活動が，理論によって是認せられているのであ
る。
公共心がこれらの弊害の障壁となっている すべてのこれらの弊害はみずからその報
いをうける，これは確かである。賭博者は慎重に賭けをつづけたとしても．いつかは財産
を失うだろうし，小売商人や職人は買手の無知につけこんで儲けたとしても，やがて顧客
を失うであろう。しかし社会全体にとっては，このような後からの個々の訓戒は救いとな
らない。
もちろん国民の道徳意識は，営業活動におけるかかる悪習やそれに付随する悪徳に対す
る障壁となってきたし，また学問の領域においても． 「レッセ・フェール」の理論に対し
ては，国家の福利や公衆道徳の立場から抵抗が加えられてはいる。しかし経済学固有の学
問は，いまなおそれらに科学的に有罪宣告をいいわたすような立場を確立していない。． 
経済的自然法則の存在を理論的に否定することがより肝要である たとえばシェヴァ． 
リエ (Chevalier)のような人は．不道徳性の非難に対して， 個人的利益は道徳のうちに
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認識せられた強力な人間の原動力であることを証明することによって，経済学を正当化
し，それをなによりも人類の完成に関係させようとし，また自由競争は，独占や特権とち
がって，自由と正義という道徳律に呼応するものであるとして経済学擁護をしているが，
上述のような事態は改善されないままである。いかなる専門家もこのような調和をある程
度までは認めているし，また競争の秀れて有効な効果を拒否しているわけではない，がし
かしその誤用に対して目を閉じていることも，見逃すことも許されない。経済学が，人間
が経済行為をなすさいに従わざるをえないような経済的自然法則を仮定するかぎり，学問
はその善用や悪用を評価することはできない。なぜならこの自然法則は，まさに人間が経
済生活においては常にエゴイストとして行為するという仮定のもとに成立っているからで
ある。かくして経済学の状況は，経済理論に対して経済政策学を対置し，前者は私的利益
の原則のうえに展開し，後者はそれとはちがって共通善の原則のうえに展開するという，
大抵のドイツ人経済学者の方策によっても改善されることはなかった。このばあい経済政
策には，利己的私的経済の弊害を国家権力の組織をもって是正する課題が課せられている
のだが， 〔それがうまくいかないのは〕これを検討するおなじ経済学者が，経済理論の面
では例の自然法則を受け入れているがために，隠しきれない矛盾に直面するからである。
すなわち利己主義は経済生活をまったく支配していないか，そのときにはこの経済的自然
法則もまた存在しない，あるいは自然法則が支配しており，したがって国家はこれに対し
て戦いを挑もうとすることができないか，のどちらかである。
自然法則の存否を問うことが経済学の課題である 以上からしてスミス学派の経済学
者に，かれらの体系の否みがたい弱点に注意を向けさせたことが，社会的著述家 (Sozi-
alschriftsteller)の功績であることを認めねばならないとすれば，経済学にとっての今日. . . . . . . .. .  .  .. . . .  . 
の第一かつ緊急な課題は，経済学のあらゆる自然科学的基本的見解を批判に暴し，かつ経.................... 
済生活に対して現実に自然法則が支配しているのかどうかそしてどの程度までそうなのか
という問題に答えることであるということになる。
人間と経済との関係 その二面性 以下この問題の研究を論じつくすことへ進んでみ
よう。しかしながらこの問題に必要な光をなげかけ，経済学の今後の研究を現代的立場で
基礎づけるためには，いくつかの輪郭を示すことが必要である。．．． 
自覚的な人間が経済活動を行うのだが，その人間は無自覚的な自然のなかで，その自然
が与えるものと力を利用して経済を行う，人間は肉体を有することによって，みずからこ
の自然の一部なのである。 .' 
したがっX経済学にあって，自然法則について語るときは， 2つの問題を厳密に区別し
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なければならない。すなわち，
67 
1. 人間が経済のための手段をそれに負っており，かつ人間じしんがその肉体的存在に
おいてそこに所属している無自覚の自然が，動かすことのできない法則をもって国民
の経済に決定的な影響をもっているのか？
．．．．．．．． 
2. 経済それじたい，すなわち人間の経済的行為が自然法則に従属するのか？
経済活動の自然的限界 第1のものははっきりしており，論争の余地がない。人間は
自然法則にしたがって生れかつ死ぬ。人間は自然から一定の肉体力と労働能力とを受けと
る。人間の肉体的存在は，自然的な食，衣，住の欲望をもっている。土地と気候はこれら
の欲望の充足に利用する労働素材を条件づける。労働は年とか日といった時間に制約され
ている。要するに，自然とその永遠の法則は，あらゆる面において，すべての人間的経済
活動が機能する限界を決定する，そしてその限りにおいてあらゆる国民および時代の経済
は，自然の要因や法則同様変更しえないものである。
経済活動の無限性 しかしながらこの自然によって拘束されている枠内では，人間の
精神が支配する経済的可能性には見通すことができないほどの領域がある。人間は動物の
力や風や水を利用して，穀物をひくことができる。人間はオールや帆や蒸気を使って海面
を船で移動することができる。かれは自分の選択と見通しによって，道具や機械をつく
り，自然力を生産目標に役立つように利用する。かれは分業や銀行，手形取引を組織し．
共通の産業上の企画のために仲間と連帯する。かれは財の価値を尺り，利子や労賃の契約
を締結し，商品価格の決定にさいしてはその他のものを勘案する。ここで第2の問題に直...................。...........
面することになる。これらの人間の意志によって生じる経済的行為もまた自然法則に従う.... 
のであろうか？
前世紀の啓蒙期の文献はこの問題をも肯定でこたえる，なぜならその思潮は利己心を，
人間行為の唯一つの自然法則的動因とみなし，それを無意識裏に作用する自然力とまった
く同じものと考えて•いるからである。心理的および道徳的世界は，同じ自然法則の異なっ
た現象形態である。
スミス学派の理論は私利心の存在を前提にしている スミス学派の最近の代弁者も同
様にこの問題を肯定する，がしかし立場は異なっている。かれらが肯定するのは，かれら
がA・スミスによって呈示され，その学派の内部でさらに彫琢された自然法則をとり消し
がたいものと考えるからである。かれらはその上に自然法則が基礎づけられている前提に
ついてあまり気にすることなく，法則それじたいにのみかかわっていた，すなわちかれら
が法則を扱うとき，経済における私益の支配は歴史的な事実ないしは，法則というだけの
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理由で立ちいった検討を加えることなく必然的な害悪とみなしている。
J. s・ミルの立場 スチュアート・ミル (StuartMill) じしんもこの立場をこえ
てはいない。かれはもちろん公共道徳が経済に対して大きな影響力をもつことを認めてい
る。かれは労働者の道徳性．熱意，勤勉さあるいは誠実さが労働の収益性を条件づけるこ
とを認めるばかりか，公明正大といった道徳的内容をもったものや習慣が，往々にして商
品価格や日払賃金に大きく作用し，競争や利己心の影響がかなり制限されることも認め
る。たしかにかれは個々の湯合には，たとえば小面積の土地の分割禁止とか離婚の制限，
移民の禁止といった法規制によって，競争のかなり効果的な制限を求めている19)。しか
しながらそのかたわらでかれは，価格，労賃，資本利潤および地代の自然法則を全面的に
容認しようとしており，事実かれは，経済学は，この競争の原理の上にうちたてられた自
然法則があるうえに，それが現実には全面的に妥当するものではないにもかかわらず， し. 
かも学問としての性格を要求するのであると説明している20)。
必然の科学としての経済学 啓蒙期の文献は，その唯物論的な道徳律のために，社会
生活を扱うすべての学問のうちに，すなわち経済学におけると同様に国家学と法学のうち
にも自然法則を措定したが， A・スミスの現代における追従者たちは両者の学問的領域の
間に厳しい限界を引き，経済学だけを自然科学とみなし，国家学および法学はこれにたい
し倫理学とみなした21)。 .. 
経済学に対する歴史的方法の導入 ロッシャーはこのような区分をふたたび止揚し
て，経済学を人間社会についての他の科学とまったくおなじ線上におき， 自然科学と対
置している。かれは，経済学を少なくとも，利己心とともに公共心についての方法学(
Methodenlehre)と呼びうるものであると説き，その固有の課題を，歴史的経験のうちに
示され，かつ国民とその欲求とともに変化する経済諸制度と法則についての研究とみなし
ている， したがってかれにとっては「歴史は」科学の「補助手段ではなく対象」である。
ロッシャーの立場 それにもかかわらずかれは経済学を， 「経済的国民生活の解剖学
および生理学」であると名付け，さらに「国民がそれによって物的欲求を満たす自然法則
」について語っている22)。とくにこの自然法則と 「利己心の作用は， 相対立する利害の
競合を通して成立する価格決定のさいに23)」あらわれる。かれはこの法則を完全に純粋
なかたちでは現実に決してあらわれることのない数学の法則に比している。 ロッシャー
U9) 『経済学原理JPrinciples of Polit. econ. 第2編第13章。
(20) 特に第2編第4章を参照。
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は，「数学における運動法則が， 真空においてのみ妥当し， 実際の適応のばあいは，空気
の抵抗により大きな変更をほどこさねばならないように，経済学においても大抵の価格法
則は理念的契約，すなわち副次的な考慮を払わないでもっぱら正しいと認められた利益の
みによって導びかれるものである24)」と述べている。
ロッシャーの方法論上の矛盾 ロッシャーはそれゆえに人間や国民の経済活動の歴史
のなかにある 2つの要因を仮定する。すなわち常におなじままであって，人間の自利心か
ら生ずる自然法則的なものと，国民とともに変る可変的なものとを。それゆえにかれは，
人間の意志によって生ずる経済行為は自然法則に従属するかどうかという 2番目の問題に
対して，少なくとも部分的には肯定的である25)。
経済現象のうちの自然法則が支配する局面（分配）の検証 この問題に決定を下し，
かつ以前の解答から引きだされた結論の正当性を評価しうるためには，経済行為がもっぱ
ら自利心によって決定されるのではなく，あらゆる時代において，道徳的動因，宗教，国
民性の力，法や正義の概念によっても決定されることを示すだけでは充分ではない。むし
.... 
(21) 最近ではゲルシュトナー (Gerstner)(「チュービンゲン国家学雑誌』 1861年703ペ. . .... 
ージ以下）とカール・アルント (KarlArnd) (『経済学における不変的自然法則に対立.... 
するW ・ロッシャーの体系」フランクフルト1862年）参照。ゲルシュトナーが必然ない
し自然の科学と自由ないし精神の科学とを区別し，経済生活は，それにかかわる者がそ
の生成や発展について理解・認識する以前に存在していたとの理由で， またさらに個々
の人間は無意識に経済発展をすすめるように促がされているとの理由で，経済学を前者
に帰属せしめているが，これに対しては，外界に無自覚的に依存することから完全な自
覚へ，そして自覚的な外界への作用といった人間の発展は，経済におけると同様，法，
国家，芸術および宗教といった人間文化のあらゆる領域においてみいだしうると反論さ．． 
れよう。人間の真の自由はなによりもまず文化の産物である。さらにアルントは視覚的
自然を支配する永遠の法則を，物理的自然法則の体系と，経済的自然法則のそれとの 2． 
つの体系に区分し， しかも後者について，それは人間の意志のもとに自然を屈服させる
ことにかかわるものだと述べているが，ここには明らかに矛盾が存する。人間の意志は
自然法則に従属するものであるか，ならば単に経済的自然法則のみならず，法的および
政治的自然法則も存在することになろうし，あるいは人間の意志は自然法則に従属しな
いか，ならば経済学もまた自然科学ではないことになる，のどちらかである。
(2) 『ドイツ季刊雑誌』 (deutscheVierte!jahrschrift) 1849年掲載のライプチヒ〔大学〕
就任講演， 180ページおよび「体系』第 1巻第26節。
(23) 『体系』第 1巻第100節
(24) 『体系」第 1巻第22節
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ろいわゆる自然法則じたいを検証することが不可欠であるようだ。
周知のようにスミス学派にあっては，経済学は3つの部分に分けられる。すなわち財生
産の理論，財の分配の理論および消費の理論が・〔それである〕。最初と最後の部分は，生
活観察を頼りとした当該過程の博物学である。前者は，個々の生産力やその働きを高める
手段および各種の産業やその生産物の協同についての記述であり，後者は，財の利用の各
種の方法やそれの国民的繁栄への影響についての記述である。これに対して財分配の理論
はこの学問の本来の核をなす。それは財循環のなかで，すべての商品の価格，そしてそれ
に応じてあらゆる地代，労賃，資本利子等の価格がそれによって決定されるところの自然
法則を説明する。ここではすべてのものをとりあげる代りに，ただ1つのしかしもっとも
レンテ
重要な価格，すなわち労賃をとりあげてみよう。
ラウの賃金論 スミス学派は言う26), 労賃すなわち労働の価格はすべての価格同様
3つの要因によって決定される，すなわち，
1. 労働の価値によって，
2. 労働の費用によって，
3. 労働需要と労働供給との関係によって。
価値は労働購入者の側での価格の限界を規定する， なぜならば誰もその利己心のゆえ
に，それがその人にとって価する以上のものを労働に与えようとはしないからである。
これに対して費用は，労働販売者の側での価格限界を規定する，というのは同じく利己
心によって誰もそれに要した費用以下では労働しようとはしないからである。
最後に需要と供給は， 購入者と販売者の相対立する 2つの諸力を示す両価格限界の間
で，価格を確定する。
この法則からは，労賃の決定された水準は，精神的労働に対するばあいであれ，肉体的
... 
(25) ロッシャーがこの 2つの要因相互の関係をどのように考えていたかについては，私に
は詳かではない。 というのは人間の経済的行為は， それが利己心から派生するかぎり
は， 自然法則的であり，他の動因からでてくるかぎりは， 自然法則的なものでないとす
れば，これによってそれが人間の意志に依存し， 自然法則的に営なまれるかそうでない
かが認識され，そしてそうでないという認識はまさに人間的行為の自然法則的性格を放. . . . . ... . 
棄する。すべての人間的行為は自然法則に従属するかそれともまったくしないかのどち
らかである。中間はまったくありえないように思われる。
(26) ラウ『国民経済学原理』 (Grundsatzeder Volkswirtschaftslehre) 第146節以下参
照。
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労働のばあいであれ，またそれが給料の形で支払われるばあいであれ，一定の労働生産物
に対す請負い価格として支払われるばあいであれ，理論上は完全に正当視されるというこ
とになりそうである，なぜならそれはまさに労働購入者と労働販売者の利己的な力によっ
て自然法則的に決められたからである。そしてスミス学派はこの価格形成法則によって，
あらゆる不合理な政策課税や賃金規制に戦いを挑み，勝利を収め退ぞけてきた。しかしな
がらこの法則からはまた，工場主が，工場労働者の賃金を力によって切下げようとしても
それが完全に権利であることになり，また労働者階級の窮迫や悲惨な状況は，それがシュ
レージェンの織工住区のものであれ，ァイルランドの農業地帯のものであれ，あるいは最
近のように，ランカシャーの工場地帯のものであれ，自然法則の前には沈黙せざるをえな
ぃ，ということにもなる。
スミス的賃金論の限界 ただ次のことが認められねばならない。労賃について交渉す
る両契約当事者は，現実にまったくの利己主義者（エゴイスト）であり，公正や正義につ
いての感情はまった＜喪失しているのである，であれば両当時者は共に，労働の価値や費
用によって確定された価格限界を固持しえないばあいにのみ上述の法則は正しいものとな
る，そして固持の可能性は，両当事者が同じ強さであるばあいにのみ可能であろう。しか
しながら周知のように，このようなことはめったにないのであり，また各種の生活状況下
のそれぞれの経済力は，みずからの立場を主張し，要求を実現するためのいろいろの手段
．． 
岡 A・スミス学派の優れた人材の一人である数学者カナール (Canard)もまたすでに，
栄誉を受けた1801年の懸賞論文（『経済学原理」 PrinciPesd'economie politique) の
なかで，この労働の窮乏価格に触れている。かれはそこで，経済学の全理論は購入者と
販売者の両方の利己的力が均衡しているという原則の上にたっておりそれはてこが均衡
しているという原理に基ずいている静力学（シュタテイーク）のようなものであり，そ
の上で労賃についての数学的公式をうちたてていると説明したあとで，さらに次のよう........... 
に述べている， 「是非とも必要な労働賃金はある物の最低価格の限界となる，なぜなら.. 
購入者が労働をどうしても必要な労賃以下で，購入することに成功したとすると，販売．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
者は労働をもう提供しなくなるか，あるいは惨めな生活を強いられる窮乏にみまわれる．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
かである。しかしながらこの窮乏と生計が維持しえなくなることとにより労働者の数は...... 
絶えず減少してゆくだろう，そしてその結果労働は，ふたたび必要な労賃が支払われる
まで価格の上昇がつづくことになる。」 1840年代のシュレージェンの織工の間に発生し
た飢えというチフスは，この見解からすれば，当時の織工の窮状に対する唯一の経済学
的慰安となる，なぜならそれが多くの労働者を死なせることになり，かくしてその数が
減り，この減少の結果労働賃金の上昇の見通しが開けるからである。
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をもっているために，両契約者のうちの弱者は，労働価格戦争において常に屈服せねばな
らず， しばしば窮乏のために，想定された価格限界の範囲外の賃金を受け入れることを余
儀なくさせられるという事実が避けがたいものとなる27)。労働の価格についての法則は，
たんにすべての契約者間での，一般的かつ不変の利己心の支配を前提しているのみなら. 
ず，またすべての利己的な力の完全な均等性を前提している。したがって現実とまった＜
矛盾する基盤に依存している。
不可避的自然法則なるものは経済生活の中に存在しない それゆえに不可避的自然法
則なるものは，明らかに偽りのものである，そしてスミス学派のなかで教えられているよ
うな，人間の利己心に基礎づけられた経済的自然法則の全仮説は正当なものとはみなしえ
ない，ということを証明するにはここでは短かい説明で充分であろう。
第 2論文
第1論文の要約，経済的自然法則とその主張の背景 第1論文の研究結果が，自然と
その不変の法則は，確かにあらゆる人間の経済が営なまれる限界を規定しはするが， しか
し経済行為もまた不変的な自然法則に従属するという仮定は，正当なものとして支持しえ.. 
ない，というものであれば，その仮定から導びかれた結論もまた，そのものとしては容認
されないことは自明である。
すでに述べたように，政府の支配のための管理体制に対して，経済的自由と全面的競争
の必要性を示し，かつ政府は国民の経済生活を随意に変える力もなければ権利ももってい
ないことを示すために，経済的自然法則の仮説がうちたてられた。ここで使われている論
理は，経済生活の内部で生ずるすべての事柄は，人間の経済行為およびまたその結果とし
ての経済状態から派生し，自然法則に従った一般的支配的な私利心によって展開され， し
たがって必然的だというものである。それらはいまある以外のものとはなりえない，そし
てそのためにあらゆる干渉は，政府によるものであれ，私人によるものであれ，無用であ
り，退けられるべきである。「レッセ・フェール」の原理が国内を支配すべきであり，経
済状況を変更したり，改善したりしうる個人的意志の力に対する信仰は捨てられねばなら
ない。しかもなお議論は一歩すすむ。次のように言う人がある，経済生活のうちで生起す
るあらゆることは，それが政府の千渉から離れて自由競争の下で，自然法則的に生起する
ならば，よいことである。競争は一般的経済的救済手段であり，それは一般に支配してい
る人間的利己心によって，あらゆる社会的弊害を除去する。競争は健全な国民経済をつく
りだす。商品，労賃，資本利子の価格は，それが自由競争の支配下で，すなわち自然法則
72 
「経済学の現代的課題」 （橋本） 73 
的に決められるかぎりで，有益であるとともに必然的でもある，そして個人は自利心に従
うばあいの方が，社会的福利を促進しようと目論むばあいよりも，全体の福利をよりよく
増進することになる。かくして経済的決定論のみならず，すべての人間福祉，経済領城に
おけるすべての人間の願望は，経済的自由の実現と自然法則の一方的な支配の下で達成さ． 
れるという経済的楽観論にも行きつくことになった。ルソーが抽象的な政治的自由の実現
をすべての国家生活の救いとみたのと同様に，啓蒙思潮と今日のその追従者は，競争の実
現をかれらの最高の経済的目標とみなしている。 ．． 
競争が人間の福祉の条件であるという説の誤謬 この帰結はそのものとして，それが
依ってたつ根幹とともに崩壊することは論をまたない。しかしまた基盤の性質を別にして
も，この結論のなかには二重の誤謬があることは明らかである。
1. 人間の経済行為がすべて自然法則に従属するならば，政府権力の担い手である個人
の経済行為もまたそのはずであり，政府による自然法則的生活の干渉をどのように解すれ
ばよいのか分らなくなろう。人間の利己心の一般的支配の結果として，労働提供者が労働
価格の決定に参与することを，自然法則的行為とみなす者は，また価格に対する公吏の干
渉をも自然法則的力の作用の結果であることを認めねばならない。市長が自分用の穀物を
市場で購入するか，市役所で穀物価格に応じてパン税を課するかは，当面の問題にとって
はまったく同じことである。両方のばあいかれは経済行為をおこなっているのであり，前
のものを自然法則的で，後のものをその反対であるとみなすことはできない。
2. 国民の経済的自由と競争が，経済的福祉が依存しうる唯一の条件であるとするなら
ば，一般にこの自由が存在していたところでは，国民生活の繁栄が確保されていなければ
ならない。しかし歴史は往々その逆のことを示している。当れば手がけた者を富ますこと
になる取引所取引が大規模に発展している今日の北米をみれば，そこでは完全な経済的自
由の下で，対比的な搾取と窃盗の組織ができあがっており，いまわしい戦争的窮状のまっ
ただなかでも恥知らずの方法で犠牲者を捜し求めている。われわれはまた今日のフランス
の事例を引き合いにだすこともないだろう。そこでは70年代になってやっと営業，定住，
自由な土地所有の原則を法規制によって所有するようになるとともに搾取制度ができ，ま
たドイツ人は実に経済的福祉をうらやむことのないようにするためにその制度を取り入れ
た。〔これらはさておき〕古代ローマ帝国について回顧してみよう。そこには営業の法的
制限も，所有地の分割禁止も，自由市民の居住権の制約もなかった，しかもイタリアの経
済は，段々にとどまるところなく沈滞し，人口は増大する貧困のために停滞してゆき，壮
大なローマは北からの暴風によってうちくだかれる以前に崩壊の気配をみせていた。そこ
73 
74 闊西大學『継清論集」第23巻第1号
では消費欲望や洗練された享楽が絶えず増していたが，他方で財生産はますます減退して
いた。征服と征服地からの豊かな供給によって，ながい間人々はあらゆる労働から身をひ
いたままだった。属州が疲弊してしまうと，継承されてきた国家資本をくいつぶしてしま
った。ローマ帝国がアウグスト治下においてもなお有していた金銀の富は，贅沢の欲望を
みたすためにアラビア，東インドおよび中国へ流出してしまい1), 輸出用の労働生産物を
有していなかったために，富は消失してしまった。実り豊かな耕作地は荒野になった。穀
倉地帯として有名であったカンパーニヤは，ストラボ (Strabo)やプリニウス (Plinius)
の報告では 1年に3度収穫できたということだが，紀元395年には528,042ローマ・モルゲ
ン2)すなわち 24.25平方マイル，全カンパーニヤ地方の半分以上が完全に不耗地になり，
そこからは地租収入がまったく途絶えてしまった。
諸都市は没落し，人口は減少し，窮乏が激化し，ために親は往々自分の子を売った3)。
中心の衰退とともに食糧不足が深刻になった属州では， 1000年も前に経済的発展をそこか
ら開始したところの実物経済へ全面的に逆戻りした。現物で税や貢祖を徴収し，庸兵には
シュパンデイーンスト
現物支給をおこない，牛馬を使用する賦役を取り入れた。クラウディウスの頃には2000万
を越えていたローマ帝国の市民人口4)は，老人のごとく幼児期へ戻ってしまった。次々と
できた新しい属州がローマに新しい活力を提供し，当時の全世界の豊富な自然力を思いの
ままに利用できたにもかかわらずこうなのである。近代科学が経済的幸福のために基礎と
せねばならないと考えている人間の利己心が，まさにこのことの基盤になっていた。
... 
(1) テオドシウス法典 Cod.T. 加od.XI. 28. 1. 2. ヘゲヴィシュ (Hegewisch)『ロー マ
財政についての歴史的研究」 (HistorischerVersuch Uber die ramischen Finanzen) 
アルトナ 1804年， 376ペー ジ参照。... 
(2) プリニウス（『自然史」 12.41)は，いくら少なく見積っても年に10億ゼステルツすな.. 
わち 500万ターラの金を，オリエントとの交易で失なった， と指摘している。ッムプト
「古代の人口状況および人口増加」 (Ober den Stand der Bevolkerung und die 
Volksvermehrung im Alterthum)ベルリン 1841年， 76ページ参照。
(3) リバニオス (Liban.)『反フロレンティウス論』 ContraFlorent. 247ページおよびゾ.. 
ォシイム (Zosim)JI, 38. ヘゲヴィシュ，前掲書， 359ページ以下をみよ。
(4) クラウディウス皇帝によって紀元48年におこなわれた人口調査では， ローマ帝国には.. 
6百万から 7百万（タキッスの『年誌」 XI,25では， 5,984,072人，オイゼビゥス(Euseb.)
によれば6,844,000人，シンチェルス (Syncellus)によれば6,941,000人）の成人男子
のローマ市民が存在した，したがって婦人や子供を加えるとそれぞれ3倍以上の自由市
民がいたことになる。
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経済的自由と国民のモラルの一般的向上の二つが繁栄の条件である 今日そして特に
ドイツにおいて，われわれがその秀れた価値を決して見誤ってはいないところの経済的自.... 
由5)は，ただそれだけでは，国民の経済的繁栄を基礎づけるに十分ではなく，国民の道徳
的な実行力が成長し，またあらゆる国家生活が，道徳的な国民力の成長にとって不可欠な
条件を満す限りにおいてのみ．その効果があらわれるということを．以上の事実ははっき
りと示している。
古代ローマを滅亡させ，そして今日のイギリスでは国民を強力にしたこの道徳力は，も
ちろん知覚的に感知しうるものではない。その容量や強度は観察によって確認されるもの
ではないし，また実験によって測りうるものでもない。それは学問や知性といったものと
同様に，人間の心や士気のなかに生きており，義務感や個人の意志力ヘの作用を通しての
み認識される目に見えない力である，しかしだからといってそれは軽んぜられてよいもの
ではなく，経済的国民生活においては知性と並んでもっとも重要な要因とみなされるべき
である。それは， 「レッセ・フェール」の原理と自然法則の仮説によって，のけものにさ
れているが，これこそ健全な経済的国民有機体にとっての真髄である。
知性が，人間の能力と勢力とを．力の僅かな消費によって大きな経済的効果をあげうる
ことによって増強するように，公共道徳は，勤勉や企業心や労働の持続力を高めるばかり
でなく，義務遂行の誠実さ，相互的信頼，信用または犠牲心の共通の基盤ともなる。それ
は個人を視野の狭い利己的な世界から，社会的公共福利といった高次な立場へと引きあ
げ，また自分の特殊な職務と国民的労働との関連への自覚を呼びおこし，さらにこれらに
よって全行為に高い目標，高い尊厳を与えることになり，さらに職務愛や遂行能力を高め
ることにもなる。
しかもこの道徳的力は法規制や経済制度によって創りだすことができるものではない。
それは国民の精神的資本である，それはながくきびしい努力によってのみ生れるものであ
り，多くの経験をふくんだ歴史．力強い国民文化およびしっかりと根を下した自由な国家
生活からやっと得られる実り豊かな果実である。最後のものとの関連では，それは国民経
済と全国家有機体との密接な接合点を形づくる。なぜなら．国家建設が不信に基礎づけら
れている所，政府が国民の個々の集団の関心事すべてを，中央から官僚的に管理し，ため
(5) われわれはこの価値を高く評価するがゆえに，ここではっきりと主張したしまた後に
も詳述する機会があるように，最近個々のドイツ諸国によって制定された大抵の営業法
や居住法を，多くの点で余りにも狭量すぎると考えている。
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に国民の感情や行為がすべて荒々しくなるかないしは前世紀の絶対主義国家や今日のフラ
ンスにおけるように，裁下に依存しているような所では，政治的な部面ばかりか経済的部
面においても，あらゆる自由競争にもかかわらず，相互信頼，人格的，道徳的実行力，共
通の市民意識は滅びてしまう。国家はみずから蒔いた種の実をかりとる。国家は人民から
恐れられ，呪われるにすぎない無味乾燥な機械になり，国民の経済は小心翼翼たる利己主
義的私益の闘技場にすぎず，その喧騒からは決して崇高な思想や創造的な活力はあらわれ
ない。しかしながら，国家が一人一人の市民に対する信頼の上に築かれている所，さしせ
まった社会的関心事への関与，すなわち個人生活のあらゆる領城での自己規制，自助が，
各市民によって当然の慣習法としておこなわれており，またイギリスにおいてそうである
ように，誰もがこの法を国家権力じたいよりも尊重している所では，健全な国民のなかに
は，常に真に必要なものを感じとり，それを充足する適当な手段をみつけだす洞察力や能
カのみならず，国家秩序に対する敬愛，公共体への献身および全国民の道徳的，政治的，
経済的力までもが育成されてゆく 6)。
経済活動はだからといってまった＜恣意的なものではない 以上のことからスミス学
派内部で教えられているような，人間の利己心に基礎をおいた経済的自然法則仮説が，単． 
に支持しがたいばかりか，不耗でもあるということが，もしも認められたとしても，経済
的人間行為とこの行為によって導びかれ，条件づけられる経済状態を，まったくの偶然に.. 
任せたり恣意的であるとみなすことにはつながらない。法の領域同様，人間行動および人
間生活の他の領域においても，自然法則が存在しないということから，このような結論が
下しえないように，経済的領域においてもそうである。むしろあらゆる経済行為は，人間
レーペン
の意志のあらゆる形態と同じく，人間の心理的実在を支配し，人間の観念の抗争から現わ
(6) 英国産業において，政治的な自己規制原則のもつ経済的効果については，拙著「現在
および将来の経済学」 (Nationalokon.der Gegenwart und Zukunft)第1巻 94ペー
ジ以下および 230ページ以下で詳述しておいた。 さらに現在， 自己規制や自助を習慣
づけている国民が，官僚的に支配されている国民に比して，窮地に立った時にどれほど
のことができるか非常にはっきり示されている。現在イギリス同様フランスにおいても
綿糸不足に見舞われている。フランスでは 1852年に 244,000人，イギリスでは1856年で
379,000人が，綿糸工場で雇用されていた。 しかしイギリスでは今日， 2百万ボンド・
スクーリング以上，すなわち 5千万フラン以上が個人によって窮乏克服のために調達さ
れている一方，フランス人は自国の綿糸不況によって発生した労働者の困窮に対して，
無関心で放置したままである。個人によって集められたものが余りにも僅かであったた
めに，ナボレオンは議会に国家扶助を提案せざるをえなかった。
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れる法則的過程によって規定せられるということを，ヘルバート心理学の信奉者とともに
認める。この鍋念の抗争の場には，道徳的理念や，人間のなかに教育や体験を通じて形成
された道徳的原理の力が，感覚や欲望とともに動因として作用している。
人間行為を支配する心理法則がある ここではさらにこの心理的法則の性格について
詳論してみよう。ヘルバートの心理学と倫理学について習熟している者には，これ以上述
べる必要はないだろうし，またそれに疎いものには，もともとこんな所での説明は不十分
なものであろう。ここでは特に次のことだけは主張しておかねばならない，すなわち心理
フォアゲンゲ
的経過の法則性は物理的法則性とまったく異なるものである，そしてしかもそれは，心理
的法則がもっぱら人間の意識のなかで，人間の意識を通じて発現するということだけによ
るのではなく，さらにそれが道徳的理念の作用と力， したがってまた行動についての個人
の道徳的義務と責任を完全に機能させるものであることにもよるものである。意識をもた
ない石を打ったり，投げたりすることは，直接衝撃や落下の物理的法則に石を従わせるこ
とになり，時計の重心に圧力を加えると振子を振動させることになり，それはまた不可抗
的力でもって時計の針を進めることになる一方，人間の精神が外部から受ける印象は，以
前の内部的および外部的体験から合成された観念，概念，道徳的見解や基盤についての資
本を通して，人間の意識のなかにあらわれる，しかもそのさいかれの意志行為が決定を下. . . .
すのである。そしてこれらの自覚的協同の上に人間の自由と責任感が基礎づけられてい
る。
したがってすべての人間行為が法則的心理過程の流出であるとすれば，人間の経済ない
しは人間の社会が自然力を人間の生存目的へ隷属させる行為のすべては，必然的に自然法
則と心理的法則の産物であることになる。それは両者の相互作用から生じ，いわば一方が
縦糸を，他方が横糸を提供するひとつの織物である。しかしながら楽器の素材である木材
や金属と，その楽器がだす音色や旋律とが異なるものであるように，その法則とそこから
あらわれる織物とは異なる。それは独自の存在原理を有するまったく新しい産物であり，
それの基となった2つの要因とはきわめて異なっている。
それぞれの法則が自然や人間の存在におけるあらゆる変化にさいしても，動かないもの
であり不変のものであるのに対し，それらの産物たる人間の経済は，あらゆる変動の可能
性をもっており，地球上に登場するそれぞれの新しい世代を，人間文化の常により高い発
展段階を示す輪に結びつける。
現代の植物や動物は，何千年も前と同様の法則にしたがって生長する，化学的素材は古
代と同じ親和力を相互に有している，また今日でもプラトンやアリストテレスの時代の人
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人と異なる思考法を知っているわけではない。しかし人間の経済・行為や文化，人間のそれ
らの法則認識，その法則を経済的目的のために利用，管理することやさらに人間の経済，
社会制度はあらゆる面で成長しより完全なものになってきた。「われわれはもはや以前と
おなじようには布を紡いだり織ったりしていない，舟は単にかいや帆で操作されてはいな
ぃ，もはや単に石筆や石で描いているのではない。そうではなく車や舟には蒸気を利用
し，製図や絵画の仕事をしやすい光線を利用している，われわれは絶えまなく郵便業務を
行うために，山でも谷でも，陸地でも海洋でも同じ速さでつきすすむ電光を利用する， し
たがって何千マイルも離れた地域でも静かな夜間の間に語りあうことができる7)」経済発
展の素晴しい連鎖がどのようにして，経済的交易の面では，現物取引から発展した信用取
引へ，さらにロンドン手形取引所 Clearing-houseでの決済処理へ，あるいは保険制度の
領域や営業組織の面では， ローマ的商会 societasから近代的な株式会社，そしてさらに
は職人や労働者のシュルツェーデリッシュ組合へと向わせるのか？
人間の経済活動は，歴史を通じてみるならばより高い文化水準へと向う人間活動の一翼
をになっている しかもこのことが事実であること，すなわち人類の精神的活動と経済
的行為は， 国民のすべておよびあらゆる世代の肉体的，道徳的力が荒廃してしまうよう
な，いくつかの歴史的な中継を経ながらも，全体としては常により高い文化へと進歩して
きたことは，心理的法則のまっただなかにあって発展してきた人間の創造力と精神の自由
に負っているのであり，またそのことによってまさに精神生活における法則性が，意識の
ない自然の物理的法則性と区別される。
人間社会の一人一人の成員によってなされる新しい知覚と経験のすべてが，新しい観念
と概念をつくりだし，そして世代から世代へと受け継がれ絶えず進歩してゆく，人間の精
神的な綜合資本 (Gesamtkapital)を富ましてゆく。この成長により，人間の洞察力，認
識および研究心が拡大してゆき，さらにこの人間の実践力が新しいてこ，新しい目標をつ
くりだし，またこの目標に到達するための手段をつくりだしてゆく。これに加えて人が新
しく誕生することによつて観念や想像力が新たに形成・創造されてゆく。入々が進歩して
ゆくとともに，観念や精神的経験の量が増えてゆくのみならず，それらが結合してゆくこ
とによって人間の意識はいよいよ豊富にかつ多面的にもなってゆく6人間文化という織物
はますます華麗かつ精巧なものになる。それは糸の数が増えるだけでなく，各種の糸を編
みあわせる結び目の数をも増やしてゆく。すべての新しい人間は，その能力，• 生活状況，
．． 
(7) 39ペ-ジに引用した人口調査に関する論文中でエンゲルが述べている。
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教育の程度に応じて，多かれ少なかれ精神的文化の焦点となる，そこにかれの環境の精神
的放射が集まり，そこから再びあらゆる方向へ新しい光が放射してゆき，新しい文化を燃
えあがらす。かれはその生活，思惟，行為によって，単にその時代の歴史と環境から受け
継いだ文化の産物であるのみならず，新しい文化の創造者，歴史の形成者でもある。
無意識の世界は，永遠に同一の法則にしたがって循環し，現象の変化があるとしても，
類の完成すなわち文化は存在しないのに対し，人間の精神性はたえず進歩し，常に新し
ぃ，労働と人間精神の自由からもたらされる類の発展と完成，すなわち文化を享受する。
自然の生命と人間的文化の生命との間のこの対立は科学のうちにもあてはまる。自然科
学は，意識をもたない現実を支配する法則，すなわち自然的生命の変化のうちに一定して
いるもの (dasBleibende)を求めるのに対し， 人間文化についての科学は，人間の自覚
的生命のうちに進歩を，すなわち人間の変化と経験のうちに人類の完成を求める。
それゆえに経済学は，動物的有機体についての生理学や他の自然科学部門のように，自
然法則にかかわるのではない，それは経済的現象の多様性のうちに，不変の，定常的な法
則を求めるべきではなく，経済的経験の推移のうちに進歩を，人間の経済生活のうちに人
類の完成を証ししてゆかねばならない。その課題は，個々の国民ならびに全人類の経済的
発展過程を段階的に (vonStufe zu Stufe)研究し，これによって現代の経済的文化の
基礎と構造および現世代が解決せねばならないものとして存在する課題を認識することで
ある，あるいは序言で述べたように， 「現世代の仕事を，社会発展の鎖に結びつける輪を
認識することである」それぞれの時代が新しい指針と新しい欲求を生みだし，それぞれが
登りつめた頂点では，国民と政府が協力して切り拓くべき末知の領域と新しい目標への視
野が広がり，そしてある時，ある国民のあらゆる経済的状況は，それ固有の価値，無価値
の尺度をみずからのうちに有していることを，経済学は承知している。． 
以上のことから現代の経済学にとって，第2の課題としての国民経済の歴史研究の必然
性が生じてくる，それについてはつぎの論文で明らかにされるであろう。
追記 本文中の訳語の選択については荒井政治教授になにかとお世話になった。
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